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定に威力を発揮するo エネルギ一分解能のよい Ge 検出器を用いた 2 種の検出器を多重化したゴニオメ
ターを開発した。 1 -3 カウンタ一式ゴニオメターは 1 個の Ge 検出器と 3 個の NaI (Tl) 検出器を用
いてエネルギー高分解能で、高測定効率を実現するものである o 4 カウンタ一式ゴニオメターは 4 個の
Ge 検出器を用いて複雑なスペクトルを持つ核種の角相関測定が可能で， この回路系は Ge 検出器を用
いた12および 8 カウンタ一式ゴニオメターに応用できるO
摂動角相関測定装置では物性研究などに応用される時間微分型角相関測定装置， 4 カウンタ一式ゴニ
オメターを開発した。 4 カウンタ一式コ守ニオメターは角相関係数がA 2 までしか持たない 7 カスケード















本論文は核分光学の内で 7 線分光の範晴に入るメスパウア一分光法と r-r 角相関法に用いられる核
分光装置の開発とその応用について述べたものである。これらの方法は最近物性研究などに広く応用さ
れているが，目的に応じて種々の性能を要求され，装置の高度な設計・開発が必要であり，本論文の意
義もそこにある。
まず，メスパウア一分光器における中心部である波形発生器をディジタル方式に，駆動増幅を集積回
路型に変え，別に開発した計数ピーク安定回路を併用して，従来困難であった長時間安定計数測定系を
造り上げた。また研究の多様化に対応してマイクロ・コンピューター使用の分光装置を開発し，イベン
ト処理による多次元測定などを可能にした。
次に角相関測定用にも多様化に応じて多次元波高分析装置を開発し，また Ge 検出器を組入れた高分
解能・高感度の装置を造り，短寿命核種の測定を可能にした。この他に時間微分型摂動角相関装置も開
発し，新しい物性研究の発展に寄与した。以上の開発は物性物理のみならず，化学，生物学，考古学，
金属学等に応用され，既に多くの成果を挙げた。以上のようにこの開発研究は核分光装置の基本的発展
をもたらし，新しい応用を可能にした点で博士論文の価値があるo
円。
